
                     

 

 

 

                                         

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

第８号  

南郷小学校だより  発行日：令和元年 7 月 19 日 発行者：校長 湯田眞佐利 

１ 学 期 終 了  

 ６８日間の１学期が終了しました。子ども達は、友達や先生、地域の方々など
多くの人との関わりを通して、たくさんのことを学び成長してきました。歩みは
それぞれ違いますが、どの子も自分の目標に向かって努力してきました。ぜひご
家庭でもその頑張りを認め、褒めてあげてください。 
 明日から、子ども達が待ちに待った夏休みです。まずは“安全第一”です。交
通事故、水の事故に遭わないよう、目配りをお願いいたします。加えて、規則正
しい生活が続けられるよう、「ふくしまの 家庭学習スタンダード」等を活用し
ていただきながら、ご家庭でも「自分で学習や生活を改善する力」（自己マネジ
メント力）の育成に努めていただければと思います。 

＜終業式にこんな話をしました＞ 
  
１学期の始業式に、校長先生はこんなことをお話しました。 
人は生まれた時から心の中に鏡を持っていて、人に優しくしたりいいことをしたりすると、その鏡が輝

き、逆に意地悪をしたり悪いことをしたりすると曇ります。新学期は、人に優しくしたり、協力したり、どん
なことにも一生懸命努力したりしてピカピカに磨いていきましょう。 
そして、「ひびき合い、ともに高まる南郷の子」をめざして、いつも言っている 
 ① よい目・・・友達のよいところを見つけてあげられる目 
 ② よい耳・・・友達の話をよく聞いてあげられる耳 

 ③ よい心・・・友達の気持ちを感じ取とってあげられる心 
を忘れないことです。これを持つことで、「心の鏡」はキラキラと輝きます。 
キラキラ輝く「心の鏡」を持った子が、たくさんいるクラス・学校にしていきましょう。 

 
きっと覚えていてくれたと思います。 
さて、これから、皆さんは「よい子の通信」をもらいます。 

「よい耳」で、友達や先生の話をよく聞くことができた子は、学習の様子のところがよい結果になっている
かもしれません。「よい目」で、友達のよいところを見つけてあげたり、「よい心」で、友達の気持ちを感じ
取り優しくできたりした子は、生活の様子のところに◯が付いているかもしれません。もし、学習の様子
がよい結果でなくても、生活の様子に◯が付いていなかったとしても、がっかりすることはありません。
「よい子の通信」に表れなくても、皆さんは４月からみれば、確実に成長しているからです。家に帰った
ら、がんばったことも、がんばれなかったことも家族と話し、明日からの生活に生かしてください。 

最後に夏休みにがんばってほしいことを１つだけ言います。ゲームやテレビ、ユーチューブに負けな
いことです。６月２８日の授業参観のとき、おうちの人には、ゲーム依存症は、アルコール依存症、ギャ
ンブル依存症、薬物依存症と同じく病気として認められたこと、長時間スマートフォンを見続けていると、
瞳が内側によって戻らなくなる視斜という病気になる可能性があるということが、ニュースになっている
ことをお話ししました。 
皆さんには、こんな病気になってほしくありません。もっとやりたい・見たい気持ちと、使い方の約束を

守ろうとする気持ちとの戦いです。約束を守ろうとする気持ちが勝つようにしてください。もし、負けてしま
った日があっても、それであきらめないで何度でも挑戦し、やりたい・見たい気持ちに打ち勝ってくださ
い。 
８月２６日、元気な顔で会いましょう。 
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南郷小学校だより  発行日：令和元年 7 月 19 日 発行者：校長 湯田眞佐利 

伝えたい 思い届ける 十七字 

今年も学校あげて取り組みます。お子さんと一緒の時間・空間を共有していただ
き、絆を深めるきっかけにしていただければと思います。ご家庭のほのぼのとした
ふれあいをぜひ教えてください。 
なお、全作品のコピーを校内に掲示する予定ですので、ペンなどではっきりと濃

く書いていただけるとありがたいです。 
※ 詳しくは、学校から配付されるプリントをご覧下さい。 

伊南・南郷地域小中学校合同研修会（7/9）  

この日、南郷小学校、伊南小学校、南会津中学校の先生方が一堂に会し、合同
で研修会を実施しました。これは、小学校から中学校までの９年間の成長を見据
え、先生方が共通理解のもと、子ども達を育てていこうという趣旨で実施されて
いるものです。   
各小学校の先生方が、南会津中に出向き、この春卒業した子ども達（中学１年

生）の数学の授業を参観しました。小学校の時と変わらず明るく生き生きと授業
を受ける姿に、小学校の先生方は安心した様子でした。また、子ども達は、小学
校の先生方に見られているということで、少し照れながらも、集中して授業に取
り組んでいました。授業参観後は、３つの部会に分かれ、研修を深めました。 
 今後も、子ども達の健やかな成長のために、３校で連携を密にしながら取り組
んで参ります。なお、１２月は、南郷小学校での開催になります。 

 
数学の授業 分科会 全体会 

３年生国語科研究授業（7/10）  

 『ゆうすげ村の小さな旅館』というお話を
もとに、主人公がうさぎであることにつな
がるしかけ（ヒント）について、理由を加え
ながら伝え合う授業でした。 
 グループや全体で、見つけたしかけにつ
いて、考えた理由を説明し合うことで、うさ
ぎのイメージや特徴を表す言葉や文などが
しかけになっていることに気づくことがで
きました。こうした、読み方を日常の読書に
生かし、物語を読むことの楽しさを味わえ
る子になってほしいと思います。 


